令和３年１０回瑞浪市農業委員会総会議事録

	開催日時
	令和３年１０月２９日（金）
午後　２時００分　開会　　　
午後　３時１０分　閉会

	開催場所
	瑞浪市役所　４階　全員協議会室

	議　　長
	大山　理晴　職務代理　　　

	出席委員

（２０名）

	委員
	鵜　飼　重　光
	板　橋　茂　晴

	
	
	渡　邉　美　孝
	大　山　理　晴

	
	
	勝　股　増　夫
	伊　藤　征　史

	
	
	鈴　木　録　郎
	奥　村　正　子

	
	
	足　立　正　之
	日比野　由美子

	
	
	土　屋　敏　子
	

	
	
	
	

	
	農地利用最適化推進委員
	岩　嶋　貞　夫
	加　納　富　雄

	
	
	伊　藤　道　子
	勝　股　重　雄

	
	
	三　輪　徳　夫
	板　橋　仁　晃

	
	
	櫻　井　公　紀
	有　我　俊　春

	
	
	渡　邉　俊　美
	

	欠席委員
（３名）
	
	水　野　安　喜
	安　田　清　和

	
	
	永　井　　　恒
	

	事務局
	事務局長　市　原　　憲　

局長補佐　水　野　義　康
主　　事　日比野　有　真
事務職員　大　竹　喜　彦

	付議事項

議第１号　　農地法第５条の規定による許可申請について
議第２号　　農地法第３条の規定による許可申請について
議第３号　　農地法第４条の規定による許可申請について
議第４号　　農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農用地
　　　　　　利用集積計画（案）について
付議の内容については別紙のとおり


	大山
職務代理


	（挨拶）　
　それではただ今から、令和３年第１０回瑞浪市農業委員会総会を開会いたします。瑞浪市農業委員会の会議規則第３条の規定により、議長は会長が務めることになっておりますが、本日、会長が欠席ですので職務代理の私が議長の職を務めさせていただきます。

本日、永井恒会長、安田清和委員、水野安喜委員から欠席する旨の通告がありましたので、報告したします。従いまして、本日の出席委員は、農業委員１１名、推進委員９名でありますので、農業委員会等に関する法律第２７条第３項の定足数であります過半数に達しており、総会は成立いたしました。

　それでは、議事日程に従って進めてまいりますので、委員各位のご協力をお願いいたします。

	議　長
	　日程第１、議事録署名委員の指名について、これを議長から指名させていただくことにご異議はありませんか。

	委　員
	（異議なしの声）

	議　長
	　それでは異議ないものと認め、議事録署名委員は、足立正之委員と有我俊春委員の２名を指名いたします。　　

なお、本日の議事録書記は、事務局を指名いたします。

	議　長
	それでは日程第２に入ります。
議第１号「農地法第５条の規定による許可申請について」を議題といたします。

加納富雄委員、説明をお願いします。

	加納委員
	去る１０月２１日に、永井恒会長、櫻井公紀委員、水野事務局長補佐、日比野主事、私の５名で現地確認をいたしました。
議第１号　農地法第５条の規定による許可申請につきましては、１０件であります。

内容といたしましては、田が１３筆、畑が４筆で、合計面積6,397.34㎡であります。
詳細については、事務局より説明を求めます。

	日比野主事
	それでは、議第１号　農地法第５条の規定による許可申請について、ご説明申し上げます。
議案集では、２ページから３７ページになります。
今月は１０件の申請がありました。
では、議案集の６ページ、７ページをご覧ください。
（議案書の内容を説明　５－６７番）
こちらの申請は、瑞浪市で初めての、営農型太陽光発電設備の申請になります。
営農型太陽光発電設備というのは、農地の上部空間に太陽光パネルを設置しまして、太陽光パネルの下部で耕作をしつつ、同時に、太陽光発電を行うという取り組みになります。
農地法においては、太陽光パネルの支柱部分や、フェンスの支柱部分が農地から転用されるため、４条又は５条の一時転用許可が必要となります。
また、農業委員会としましては、農地に太陽光発電設備を設置した際に、農機具の使用に支障がないか、であったり、日照時間が減って作物の生育が阻害されないか、であったり、収量や品質に影響がないかといった点を審査していただきます。
今回、釜戸町神徳地区の県道６６号線沿いにあります３筆の農地が対象ですが、こちらは今年7月の農業委員会総会において、土岐市に住む申請者が、ブルーベリーを栽培するために賃借した農地になります。
設置者の株式会社は、農地を借りた方が代表取締役を務めている会社です。ですので、申請者が、個人でブルーベリーを栽培する農地に、申請者の経営する会社が、太陽光発電設備を設置して、営農型太陽光発電を行うことになります。
営農型太陽光発電設備は、転用許可にあたって通常の太陽光発電設備と異なる点がいくつかあります。
まず、３年以内、条件によっては１０年以内の一時転用許可であることです。ですので、営農がきちんと行われていなければ、３年後に更新ができません。
　次に、営農の適切な継続が確実と見込まれることですが、営農が行われていない場合や、下部農地の収量が、同じ年、同じ地域の平均と比較して２割以上減少した場合や、生産された農作物の品質に著しい劣化がある場合には、許可の取り消しや、発電設備を撤去してもらうことがありえます。
そのほか、パネルの支柱の高さが、効率的な農業機械が利用可能な高さ、概ね２ｍ以上を確保していること。支柱を含め、営農型発電設備を撤去するのに必要な資力と信用があること。毎年、下部農地における農作物の生産に係る状況を許可権者に報告していただくことなどが必要となります。
では、９ページをご覧ください。こちらは、太陽光発電設備の設置図で、青色の部分が太陽光パネルを表しています。赤色で図示されているのが、太陽光パネルの支柱部分と、フェンスの支柱部分で、一時転用が必要となる部分です。なお、合計面積は８ページで計算していますが、0.45㎡となっております。
　１ページめくっていただいて１０ページですが、こちらはブルーベリー栽培の配置図です。今回、ブルーベリーはポット栽培をするそうで、青色で〇印が書いてあるのがポットの配置箇所になります。
１１ページを見てみていただきますと、横向きの図面でこちらは太陽光パネルの図面になります。
許可の為には支柱の高さが、農機具の利用に適した、２メートル以上が必要となりますが、今回設置するパネルの支柱は、図面のように高さ2.2メートルほどあり、要件を満たしています。
１枚めくって１２ページを見ていただくと、こちらは転用申請書の写しですが、太陽光パネルの設置による、営農への影響の見込みが記載されています。
営農型太陽光発電においては、農地の上部に太陽光パネルが設置されることで、農地への日照時間が短くなり、生育に適した日照量が確保できるかが問題になります。ブルーベリーは、適度な遮光はむしろ生育によく、また日差しが６０パーセント遮られても生育への影響が少ない植物であるため、営農型太陽光発電に適しているという専門家の意見が掲載されています。
また、１３ページには、下部農地でのブルーベリーの収量の見込みが、３年後には地域の平均単収の８割を満たす予定であると記載されております。
当申請は、以上のとおり、適正な営農と営農型太陽光発電設備の運用が担保されておりますので、一時転用に対する問題はないものと考えます。
続きまして、２０ページ、２１ページをご覧ください。
（議案書の内容を説明　５－６８番）
申請地は、瑞浪市消防本部から北に３００ｍほどに位置しております。
こちらの申請は、譲受人である有限会社が、現在、事業用敷地内に業務用車両及び従業員車両を駐車していますが、手狭であるため、近隣の申請地を取得して、駐車場として利用するものであります。
周辺の状況は、農地転用許可を受けて造成中の資材置場、そのほか譲渡人の所有する農地及び農道に囲まれているため、周辺農地への影響はありません。
申請地は、都市計画用途区域の第１種住居地域に存在する第３種農地でありますので、転用に対する問題はないものと考えます。
続きまして、２２ページ、２３ページをご覧ください。
（議案書の内容を説明　５－６９番）
申請地は、瑞浪小学校から北に３００ｍほどに位置しております。
こちらの申請は、区画整理地内で住環境に適している申請地を、譲受人が取得して、２区画の宅地分譲をするものであります。
周辺の状況は、宅地及び公衆用道路に囲まれているため、周辺農地への影響はありません。
申請地は、都市計画用途区域の第１種住居地域に存在する第３種農地でありますので、転用に対する問題はないものと考えます。
続きまして、２４ページ、２５ページをご覧ください。
（議案書の内容を説明　５－７０番）
申請地は、山田町にありますダイナム岐阜瑞浪店から、北東へ200ｍに位置しております。
こちらの申請は、申請者の家族が増えアパートが手狭になったため、父親から申請地を借り受け、戸建て住宅を建築するものであります。
２５ページの配置図を見ていただきまして、右上の黄色の箇所には、使用貸人である父親の住宅がすでに建っており、横の赤色部分は、その住宅への進入路ですが、こちらは転用許可がないままに農地を埋め立て利用していましたので、後ほど４条申請にて審議いただきます。
緑色の箇所が、農地の一部を分筆して住宅を新築する箇所になります。その際、一体利用地として、使用貸人の住宅の既存のカーポート部分を取り壊して利用します。
申請地の周辺の状況ですが、公衆用道路、宅地、所有者の田、４条申請で進入路になる予定地となっており、周辺農地への影響はありません。
申請地は、都市計画用途区域の第１種中高層住居専用地域に存在する第３種農地でありますので、転用に対する問題はないものと考えます。
続きまして、２６ページ、２７ページをご覧ください。
（議案書の内容を説明　５－７１番）
申請地は、上平町にあります南松公園の南側１００ｍに位置しております。
こちらの申請は、区画整理地内で住環境に適している申請地を、譲受人が取得して、２区画の宅地分譲をするものであります。
周辺の状況は、宅地、公衆用道路、用悪水路、及び農地に囲まれているため、隣地承諾書の提出を受けております。
申請地は、都市計画用途区域の近隣商業地域に存在する第３種農地でありますので、転用に対する問題はないものと考えます。
続きまして、２８ページ、２９ページをご覧ください。
（議案書の内容を説明　５－７２番）
申請地は、稲津町小里山之田地区、稲津小学校から南西へ約４００ｍに位置しております。
こちらの申請は、申請者は、ラーメン屋を経営していまして、現在、瑞浪、恵那にある店舗で、店舗ごとに仕込み作業を行っていますが、今後は、仕込みを一手に行う調理場を作りたいということで、本店の近くにセントラルキッチンを整備し、自社に貸しつけるものであります。
周辺の状況は、公衆用道路、用悪水路、及び農地に囲まれていますので、隣地承諾書の提出を受けております。
申請地は、中山間地域に存在する農業公共投資の対象となっていない小集団の生産性の低いその他の第２種農地であることから、転用はやむを得ないものと考えます。
続きまして、３０ページ、３１ページをご覧ください。
（議案書の内容を説明　５－７３番）
申請地は、山田町の千寿の里の西側１００ｍに位置しております。
こちらの申請は、賃借人が申請地を賃借し、太陽光発電施設を設置するよう申請するものであります。
周辺の状況は、宅地、雑種地、原野、農地に囲まれていますので、隣地承諾書と、被害防除措置に関する書類の提出を受けております。
また、３０ページに進入路の記載がありますが、パネル等の資材の搬入に際し、民地を通行するため、進入路利用の同意書の提出も受けております。
なお、面積が１,０００㎡を超えますので、市の開発協議の対象となっております。　　
申請地は、中山間地域に存在する農業公共投資の対象となっていない小集団の生産性の低いその他の第２種農地であることから、転用はやむを得ないものと考えます。
続きまして議案集３２，３３ページ、５－７４番の太陽光発電設備に係る申請ですが、必要書類が整いませんでしたので、今月の審議は見送りとさせていただきます。
今後、必要書類の提出があり次第、改めて議案に上程させていただきますので、よろしくお願いします。
続きまして、３４ページ、３５ページをご覧ください。
（議案書の内容を説明　５－７５番）
申請地は、山田町にありますダイナム岐阜瑞浪店の道路を挟んで向いに位置しております。
こちらの申請は、クリニックに隣接する調剤薬局が申請者で、薬局の駐車場が狭いため、申請地を賃借し、駐車場として利用するものです。
周辺の状況は、公衆用道路、宅地、用悪水路及び賃貸人の農地に囲まれているため、周辺の農地への影響はありません。
申請地は、都市計画用途区域の第1種中高層住居専用地域に存在する第３種農地でありますので、転用に対する問題はないものと考えます。
続きまして、３６ページ、３７ページをご覧ください。
（議案書の内容を説明　５－７６番）
申請地は、釜戸町中大島地区にあります、釜戸郵便局から東へ２５０ｍに位置しております。
こちらの申請は、譲受人が借地の上に建っている家屋を相続しまして、譲渡人から借地を購入して住み始めるにあたり、その借地の地目が農地のままであったため、転用申請するものになります。
３７ページの図面を見てください。赤色部分の、家屋と物置の建っている番地と、駐車場・庭にあたる番地のCの部分を、分筆して宅地に転用することになります。
また、青色の番地のＡは、長年通路として利用しており、所有者が、農地から通路に転用するため、後ほど4条転用の審議をしていただきます。
なお、農地を転用許可なく宅地利用していたため、始末書の提出を受けております。

周辺の状況は、宅地、分筆後の残地である農地と宅地に囲まれているため、周辺農地への影響はありません。
当該申請地は、中山間地域に存在する農業公共投資の対象となっていない小集団の生産性の低いその他の第２種農地であることから、転用はやむを得ないものと考えます。
以上、議第１号　農地法第５条の規定による許可申請に係るご説明とさせていただきます。
ご審議の程、よろしくお願いいたします。

	議　長
	ありがとうございました。
では、これより議第１号について質疑に入ります。ご質疑、ご意見はありませんか。

	議　長
	　営農型太陽光発電施設について、一時転用ということで３年以内、条件によっては１０年以内との説明がありましたが、これは国の方針ですか。

	水野
局長補佐
	　議案集の１９ページをお願します。これは国から出された通知文で、一時転用期間を定めた部分になります。
　原則は３年ですが、（１）、（２）、（３）のような場合は、特例が認められております。
　（１）は、担い手が、自ら所有する農地又は賃借権その他の使用及び収益を目的とする権利を有する農地を利用する場合

（２）は、荒廃農地を再生利用する場合

（３）は、第２種農地又は第３種農地を利用する場合は、１０年となります。
　今回の場合は、３筆のうち１筆が農振農用地に指定されており、（１）から（３）には該当しませんので、一時転用期間：３年以内で申請を受けております。
　今後、（１）から（３）に該当するような場合は、１０年以内ということになっていくと考えております。

	議　長
	　撤去するのに必要な資力が必要とのことですが、概要はどうなっていますか。

	水野
局長補佐
	　会社からの申請によりますと、建築費１００万円、設備費５００万円、復元費用５０万円、合計６５０万円で事業計画をされております。それに見合うだけの資金証明の添付がありますので、撤去するのに必要な資力があると判断しております。

	議　長
	　他にありませんか。

	渡邉（美）
委員
	　一般的な話ですが、今回の５-７６のような場合、始末書を提出すれば通常の申請と同じように許可されるものでしょうか。

	水野
局長補佐
	　これらは違反転用ですので、本来ならもっと厳しく処分されるべきだと思いますが、「農地法のことをよく知らず、許可なく転用してしまい申し訳ありません。今後は気を付けます」と言われれば、通常の申請と同じように許可しているというのが現状です。

	議　長
	　他には。

	板橋（茂）
委員
	　今の営農型太陽光発電施設ですけど、３年後に収量が８０％　９３㎏以上となっていますが、これはどのように確認をされるでしょうか。営農型なので、どこかに販売した実績をもとに確認するのでしょうか。

	水野
局長補佐
	　販売実績で確認するのが一番いいことだとは思いますが、誰かに無償で配ったと言われれば確認できませんので、最終的には本人からの申請で確認することになると思います。

	勝股（増）
委員
	　毎年の報告はどのように行われますか。

	水野
局長補佐
	　一時転用の許可を受けた者は、毎年、下部の農地における農作物の生産に係る状況を、翌年２月末日までに許可権者に報告することになっています。

	議　長
	　他には

	委　員
	（質疑、意見無し）

	議　長
	ないようですので、お諮りいたします

議第１号「農地法第５条の規定による許可申請について」、申請のとおり許可相当とすることに賛成の委員は挙手をお願いします。

	委　員
	（全員挙手）

	議　長
	全員賛成ですので、議第１号は、申請のとおり許可が相当であるとの意見書を添えて、岐阜県知事に対して進達することに決定します。

次に、議第２号「農地法第３条の規定による許可申請について」を議題といたします。

加納委員、説明をお願いします。

	加納委員
	議第２号　農地法第３条の規定による許可申請につきましては、３件であります。

内容といたしましては、田が３筆、畑が２筆で、合計面積3110.48㎡であります。
詳細については、事務局より説明を求めます。

	日比野主事
	それでは、議第２号　農地法第３条の規定による、許可申請について、ご説明申し上げます。
今月は３件の申請がありました。
では、議案集の３９ページと４０ページをご覧ください。
（議案書の内容を説明　３－１９番）
こちらは、先ほど1号議案にて審議いただいた営農型太陽光発電施設に関するもので、農地に３年間、区分地上権を設定する申請になります。
区分地上権というあまり聞きなれない言葉ですが、例えば、地下鉄のトンネルなどを掘る場合に、その土地の地下空間の一部を鉄道事業に利用するために、設定することになるものです。
今回の申請は、農地の上部空間を太陽光発電事業のために利用するため、太陽光発電設備の設置者が区分地上権を設定するものであります。
面積は、太陽光パネルの面積となりまして、４０ページに記載していますが、パネル２１６枚で、393.48㎡となります。
当申請は、適正に営農型太陽光発電設備が運用されるよう担保されておりますので、区分地上権を設定することに問題はないものと考えます。
次に、議案集の４１ページをご覧ください。
（議案書の内容を説明　３－２０番）
申請地は、土岐町にあります桔梗幼児園の北側３００ｍに位置しております。
本申請は、譲渡人が近隣に住んでおらず耕作できないことから、譲受人が取得し、農業経営の規模拡大を図るべく申請するものであります。
取得後における耕作の事業に供すべき農地の面積は、９，８５４㎡で、法第３条における最低経営面積２,０００㎡に達しておりますので、許可に対する問題はないものと考えます。
次に、議案集の４２ページをご覧ください。
（議案書の内容を説明　３－２１番）
申請地は、稲津町小里地区にありますスーパーセンターオークワ瑞浪店の北西２００ｍに位置しております。
本申請は、譲渡人が近隣に住んでおらず耕作できないことから、譲受人が取得し、農業経営の規模拡大を図るべく申請するものであります。
取得後における耕作の事業に供すべき農地の面積は、２，６２７㎡で、法第３条における最低経営面積２,０００㎡に達しておりますので、許可に対する問題はないものと考えます。
以上、議第２号　農地法第３条の規定による、許可申請に係るご説明とさせていただきます。
ご審議の程、よろしくお願いいたします。

	議　長
	ありがとうございました。
では、これより議第２号について質疑に入ります。ご質疑、ご意見はありませんか。

	勝股（増）
委員
	　３－２１番ですが、現況はどのような状態でしょうか。

	水野
局長補佐
	　１０月２１日に現地確認調査を行っていますが、しっかり耕作をされていました。

	議　長
	　他にはありませんか。

	委　員
	（質疑、意見なし）

	議　長
	ないようですので、お諮りいたします。

議第２号「農地法第３条の規定による許可申請について」、申請のとおり許可することに賛成の委員は挙手をお願いします。

	委　員
	（全員挙手）

	議　長
	全員賛成ですので、議第２号は申請のとおり許可することに決定いたします。
次に、議第３号「農地法第４条の規定による許可申請について」を議題といたします。
加納委員、説明をお願いします。

	加納委員
	議第３号　農地法第４条の規定による許可申請につきましては、２件であります。

内容といたしましては、田が１筆、畑が１筆で、合計面積93.82㎡であります。
詳細については、事務局より説明を求めます。

	日比野主事
	それでは、議第３号　農地法第４条の規定による、許可申請について、ご説明申し上げます。
今月は２件の申請がありました。
まずは、議案集の２４ページ，２５ページをご覧ください。
（議案書の内容を説明　４－８番）
２５ページを見ていただいて、申請地は５－７０番で審議いただいたものと同じ筆の赤色部分です。住居用地を親族に使用貸借するにあたって、住宅への進入路の地目が農地のままであることに気づき、地目の修正のために申請するものです。
転用許可のないまま農地を進入路にしていたため、始末書の提出を受けています。
周辺の状況は、公衆用道路、宅地及び５条申請で宅地になる農地に囲まれていますので、周辺農地への影響はありません。
申請地は、都市計画用途区域の第1種中高層住居専用地域に存在する第３種農地でありますので、転用に対する問題はないものと考えます。
次に、議案集の３６ページ，３７ページをご覧ください。
（議案書の内容を説明　４－９番）
３７ページを見ていただいて、申請地は５－７６番で審議いただいたものと同じ筆の青色部分です。建物の所有者に借地だった土地を譲渡するにあたって、通路の地目が、農地のままになっていたことに気づき、地目の修正のために申請するものです。
転用許可のないまま農地を通路にしていたため、始末書の提出を受けています。
周辺の状況は、公衆用道路、宅地、雑種地及び分筆後の農地に囲まれていますので、周辺農地への影響はありません。
当該申請地は、中山間地域に存在する農業公共投資の対象となっていない小集団の生産性の低いその他の第２種農地であることから、転用はやむを得ないものと考えます。
以上、議第３号　農地法第４条の規定による、許可申請に係るご説明とさせていただきます。
ご審議の程、よろしくお願いいたします。

	議　長
	では、これより議第３号について質疑に入ります。ご質疑、ご意見はありませんか。

	委　員
	（質疑、意見無し）

	議　長
	別段ないようですので、お諮りいたします

議第３号「農地法第４条の規定による許可申請について」、申請のとおり許可相当とすることに賛成の委員は挙手をお願いします。

	委　員
	（全員挙手）

	議　長
	全員賛成ですので、議第３号は、申請のとおり許可が相当であるとの意見書を添えて、岐阜県知事に対して進達することに決定します。

次に、議第４号「農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農用地利用集積計画（案）について」を議題といたします。
農林課より説明をお願いします。

	水野
局長補佐
	それでは、議第４号　基盤強化法第１８条の規定による農用地利用集積計画案について、ご説明申し上げます。

議案集の４４ページと４５ページをお願いします。
申請番号４３番は、日吉町字嶋垣外の田を、借受人に、令和３年１１月１日から５年間、使用貸借権を設定するものです。

こちらは再設定、更新になります。

場所は４５ページをご覧ください。この地図は日吉町半原地区、半原公民館から南西方向へ約６００ｍに位置しております。
以上、議第４号　農用地利用集積計画案についての説明とさせていただきます。
ご審議の程よろしくお願いいたします。

	議　長
	ありがとうございました。
では、これより議第４号について質疑に入ります。ご質疑、ご意見はありませんか。

	渡邉（俊）
委員
	　４３番は３人の共有土地ですが、代表者はどのように決めるのでしょうか。

	日比野
主事
	　こちらの代表者の扱いですが、Ａさんを代表とする委任状の提出がありましたので、Ａさんを代表者としております。

	議　長
	　他にはありませんか。

	委　員
	（質疑、意見なし）

	議　長
	ないようですので、お諮りいたします

議第４号「農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農用地利用集積計画（案）について」、計画案を決定することに賛成の委員は挙手をお願いします。

	委　員
	（全員挙手）

	議　長
	全員賛成ですので、議第４号は、計画案のとおり決定いたします。
それでは以上をもちまして、令和３年第１０回瑞浪市農業委員会総会を閉会いたします。


以上、事務局が作成した議事録は正確であることを認め、議事録署名委員は下記のとおり署名、押印する。

令和　　年　　月　　日

・議　　長　　

・委　　員　　

・委　　員　　
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